
構造材料設計研究室 
研 究 室 概 要  

 研究室WEB  http://www.hirosawalab.ynu.ac.jp/ または「廣澤研究室」で検索 

理工学部 材料工学 EP 

 次世代の高性能・高機能構造材料の開発を目指して、『新しい材料

創製法の開発』、『材料特性の評価』、 『微視的組織の解析』ならびに 

『計算材料学による機構の解明』を行っています。 「強度や延性、剛性

などの機械的性質」を「透過型電子顕微鏡や3次元アトムプローブを用

いて観察した微視的組織」と関連付け、その機構を「計算機シミュレー

ション」によって検証することで、従来材料よりも優れた諸特性をもつ

軽量・高強度構造材料を開発したいと考えています。 

新 し い 材 料 創 製 法 の 開 発  

研 究 室 の P R  
 研究室の発足から丸10年がたち、研究テーマのほとんどが、アルミニウムやチタン合金、鉄鋼材料などの構造
材料に関するものとなっています。多くのテーマは、国家プロジェクトや企業との共同研究、学協会の研究部会とし

て実施しており、国内外の大学や企業の研究者と同じ土俵で議論することで、研究に求められる姿勢や明晰さ、

厳しさを身に付け、学生であってもしっかりと成果を出すことを求めています。世の中の役に立つ材料を創製し、も

のつくりを通して学生が存分に活躍できるような研究室を目指しています。 

微 視 的 組 織 の 解 析  材 料 特 性 の 評 価  

計 算 材 料 学 に よ る 機 構 の 解 明  
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